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延辺テレビコメディー（コント）の意味構造とイデオロギー 
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1. 序論：問題提起と研究目的 
  
マス・メディアは現代社会の支配的な価値や文化的規範を伝え、我々の生活方式や行動
に大きな影響力を及ぼす。社会構成員はマス・メディアによって伝えられる規範や価値を
普遍的なものとして認識している。さらにそれらを受容し、既存の制度や秩序に適応させ
ることで社会秩序の維持・統合を可能にしている。特にテレビはマス・メディアの中でも
社会の様々な制度、慣習などの行動モデルになりうるという点において大きな影響力を持
っている。まさに、フィスクが指摘しているとおりで、「どのメディア形態よりもテレビは
社会の中心に位置しているし、従属的階級の下位文化の、束の間で一時的な言葉の芸を、
テレビがわれわれの文化の舞台の最前部に持ってきた49」。 
日常性や普遍性といった特徴を持つテレビは、我々の生活世界の中で大きな影響力を行
使する一つの文化主体である。テレビの伝える内容はオーディエンスにある現象を理解し、
価値を判断する尺度を提供し、現実世界の普遍的認識である支配的イデオロギーを投げか
ける。さらに、支配的イデオロギーを拡大、再生産する役割をも演じる。 
現代社会におけるマス・メディアは疎外された各個人と社会を相互的に連結する機能を
持っている。マス・メディアを通じて伝達される情報によって人々は社会的現象を認知・
解釈・判断するといっても言い過ぎではない。したがって、メディアが提供するメッセー
ジがどんなものであるかによって、ある事物・事件についての評価が変わるのである。 
要するに、現代社会内部の様々な経験や意識の合意を可能にさせるコミュニケーション
の数多い役割をマス・メディアが担っているということである。 
デフラー（Defleur）の意味理論（The Meaning Theory）は「個人の認知の中に具体的な
言語象徴の意味を形成することで、マス・メディアは現代社会の中で現実の社会的観念の
形成に重要な役割を果している。さらに、現実についての描写を通じて個人的・文化的意
味の樹立、拡大、代替そして固定化を行なっている」と主張している50。 
意味理論は象徴的相互作用（symbolic interaction）とその行動への言語の影響に関する人
類学的理論を援用したものである。その基本的仮定の要約は次のとおりである51。 
 
① 受容者個人はマス・メディアが描写する内容から状況を知覚する。 
② その知覚された状況には、共有された言語から標準化された象徴によって名称
が付けられる。 
③ メディアはそのような名称と個人によって為された意味化を効果的に連結させ
る。 
                                                  
49 John Fiske & John Hartley (1978) Reading Television, London: Methuen. 池村六郎訳『テレビを“読む”』、
未来社、1991 年、214 頁。 
50 J. Dearing and E. Rogers, Agenda-Setting, Newbury Park, CA: Sage, 1997, P.681(김우룡역《현대방송학》， 
나남출판，1999 년, p.502 再引用） 
51 S. Lowery and M. L. Defleur, Milestones in Mass Communication Research, New York: Longman, 1983, 
pp.35~36（김우룡 역，前掲書, 503 頁, 再引用） 
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④ そのような連結によってマス・メディアは新しい意味を樹立し、既存の意味に
新しい要素を追加し、既存の意味を代替するか共有された意味についての言語
的約束を固定化する。 
⑤ 標準化された名称やそれらの共有された意味としての言語は、受容者個人の知
覚、解釈、行動を決定する核心的要因であるため、結果的にマス・メディアは
強力な間接的かつ長期的な効果を持つことになる。 
 
 以上のように現代社会でテレビが占める重要性を考えるとき、テレビで描写された、あ
るいはテレビから提示されたイデオロギーを探求することは極めて重要な仕事であると思
われる。これまでのこの分野の研究は主に視聴率の高い人気プログラムに焦点を当ててき
た。そうしたプログラムは最も多くの受容者を有しているし、最も大きな潜在的影響力を
持っているからである。視聴率調査でトップを占めているプログラムはやはりドラマとコ
メディーである。アメリカのある研究で提示された週視聴時間の人気ランキング 10 位以内
のプログラムの中にはコメディーが 4 つも入っている52。これはコメディーが受容者に最
も強力な影響を与えているプログラムの中の一つであることを証明している。 
 コメディーは混乱した状況の中で秩序やバランスを維持するために、現実との距離を確
保する。コメディーに描かれる社会的葛藤や個人的脱線といった混乱した要素（事実）は、
より大きな秩序によって強制的に設定されているように見せる。そうした総体的秩序は自
由主義のような特定のイデオロギーによって強制されているという可能性もある。このよ
うな観点は支配的な文化価値を具現化している。つまり、支配的な文化価値を逸する行動
をした登場人物（俳優）たちをおどけの対象にしてしまうのである53。 
 延辺テレビには今現在、専門的にコメディーだけを扱っているプログラムはない。しか
し、視聴率の高い娯楽番組（例えば「アリラン劇場」、「文化広場」、「要請舞台」など）に
コントを一つか二つ挿入している。 
 コメディーの人気とその属性からみると、コントは男らしさ、女らしさといった性差別
的な「性役割イデオロギー」、男性優越主義的な「家父長的イデオロギー」、学歴差別主義
や能力主義などの「成功イデオロギー」を生産・遂行していると思われる。さらに、既存
の社会文化的価値を固守し、それらから逸脱する行動や価値観を完全に物笑いの種にして
しまう。 
 現実とは距離のある混乱した状況を意図的に提示し、それを嘲るコントは、その独特な
形式や大きな影響力をもとに、「性役割イデオロギー」、「家父長的イデオロギー」、「成功イ
デオロギー」などをより強化させ、再生産する。こうしたことから、コントと諸イデオロ
ギーとの関係についての研究が必要となる。 
 本研究では多様な視聴者に多大な影響を与え、社会の諸葛藤を表出した延辺テレビの典
型的なコントを選定したあと、それらのコントに表われた諸要素を指摘し、それらがプロ
グラムの中でどのように作用しているか、それらのもつイデオロギー的意味が何であるか
を明らかにすることを目的とする。 
 
2. マス・メディアに表われるイデオロギー 
                                                  
52 H. Steeves & M. Smith, “Class and Gender in Prime-Time Television Entertainment: Observations from a 
Socialist Feminist Perspective”, Journal of Communication Inquiry, Vol. 11, No.1, Winter 1987, p.48 (백선기 
역《텔레비전 문화의 기호학 - 드라마, 코미디, 토크쇼, 다큐멘터리, 광고, 뉴스를 어떻게 볼 
것인가》, 커뮤니케이션북스, 2002 년, p.173 再引用) 
53  T. Zynda, “The Mary Tyler Moore Show and The Transformation of Situation Comedy” in J. Carey(ed.), Media, 
Mytbs, and Narratives- Television and tbe Press, Beverly Hills: Sage, 1985, p.143(백선기 역, 前掲書, 173 頁, 
再引用) 
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テレビプログラムは人間の構成するものであり、人的選択・文化的決定・社会的圧力の
産物である。「テレビは、社会の表面に顕在的な現実性を表現するのではなく、むしろ表面
の種々の価値観と諸関係の構造を、シンボルを通じて反映している54」。 
マス・メディアは基本的に、支配集団のためにイデオロギー的奉仕を行なうものとして
認識されている。このような命題には次のように要約できる三つの関連側面が含まれる。 
 
 まず、マス・メディアは支配集団の利益に同調する内容を伝達するの
でイデオロギー的であり、次に、マス・メディアの生産物はイデオロギ
ー的側面からみるとき、一定の効力を持ち、最後に、資本主義社会の持
続的で反復的な再生産のためにイデオロギーは必須なものであり、マ
ス・メディアはそのイデオロギー的効果を通じて資本主義社会の支配構
造を再生産する55。 
 
 マス・メディアの影響力は資本主義とか社会主義とかに関係なく、すべての社会に確認
できると思われる。まさに、「ポピュラーカルチャーの素材として利用されるテレビ番組は
経済的・イデオロギー的な支配層の利益のために作られたものである。だからその素材の
内部にはヘゲモニー的に、体制維持のための力が組み込まれているともいえる56」。  
 支配的イデオロギーの中で性差別的イデオロギー、個人主義的イデオロギー、ステータ
スに関連するイデオロギーがマス・メディアを通じてどのように表出しているかを探る必
要がある。 
 
（1）性差別的イデオロギー 
 
 男性が社会活動、女性が家事労働を担い、家族内では男性である父が支配的位置にある
ような体制を家父長制という。性によって違う役割を与え、異なる社会的期待を要求する
ようなイデオロギー。家父長制文化に見られるそうした性役割イデオロギーが社会の中で
繰り返し再生産されてきた。 
 すべての社会において最も重要で、基本的な形態とされているのが性アイデンティティ
に関連した諸価値である。性は人間にとって最も基本的な特性の一つであり、社会的行為
や文化の中に表出する男らしさ・女らしさといったものはそうした人間特性の本質的な表
現である。 
 女性に対する文化的準拠体系を支配しているイデオロギーは男性中心の支配的イデオロ
ギーである。こうしたイデオロギーは「伝統的な女性像（良妻賢母型）を追求する女性」、
「男性依存的生活を追及する女性」、「消費志向的価値を追及する女性」、「性的対象として
の女性」などの表現によって具体化される。そして、女性の非主体性を強化し、資本主義
社会での女性の疎外現象を合理化する役割を果す57。 
 しかし、このようなイデオロギーは明視的に表われるのではなく、意味構成の場で具体
                                                  
54 池村六郎訳、前掲書、27 頁。 
55 C. Lodziak, “텔레비전에 대한 이데올로기적 연구”, 한양대학교 신문방송학과, 《크로노스》25 호, 
1990, 여름, P.28（백선기 역, 前掲書, 175 頁, 再引用) 
56 John Fiske (1987) Reading the Popular, Routledge.(first published in 1989 by Unwin Hyman) 山本雄二訳『抵
抗の快楽―ポピュラーカルチャーの記号論―』、世界思想社、1998 年、9 頁。 
57 E. Goffman, Gender Advertisement, New York, Haper and Row, 1979, p.7(백선기 역, 前掲書, 175 頁, 
再引用) 
 31 
的に言及される文化的準拠体系に隠れている。結局、イデオロギーは文化内部で女性の正
常な行為（良妻賢母など）を規定する形で機能し、既存の価値観や支配的イデオロギーに
適合した女性だけを再生産する。「このような意味構成方式を通じてイデオロギーに内在す
る信念や生活方式などを無批判に受容し、社会変化を止め、社会集団構成員の態度や意識
を固定化させ、変化自体が文化過程の産物であるという事実を忘却させる58」。 
 女性と関連するマス・メディアの表現様式は、大部分が既存の秩序を維持し、女性を男
性の付属物として描写していることが多くの研究者によって立証されている59。多くの研
究が為されてきたのが広告における女性の役割である。女性の社会的地位や機能が著しく
拡大され、その地位が向上したにもかかわらず、広告を初めとするマス・メディアは性役
割に関する伝統的な固定観念を助長する傾向にある。 
 
（2）個人主義的成功イデオロギー  
 
 延辺テレビのコメディー（コント）は登場する主人公たちの「貧困」を個人化、自然化
させている。 
例えば、『お正月の朝』では、一年の始まりであるお正月の朝からご飯を食べるお金さ
えない者を働かない怠け者として単純化する。それとは対照的に、勤勉な「ワンタン販売
者」は毎日ワンタンしか売っていなくても、マンションを所有し、何十万元もの収入があ
る「成功者」として描写されている。『現代ノルブ60』では「貧困」の原因を単に主人公が
怠けていて、お酒好きであることに個人化させている。『車夫のお父さん』では、息子の学
業を終わらせることができないほどの「貧困」、学校を辞め、家族の扶養責任を負わなけれ
ばならないような構造的「貧困」の問題を、徹底的に主人公の家庭事情ないしは個人的不
幸として単純に描写している。本人の意思とは関係ない、彼らの運命的試練を彼らの人生
における最も重要な事件として扱っている。こうした叙事構造は大部分の場合、主人公の
貧困を彼らの運が悪さに単純に帰着させてしまう。このような叙事構造は、「貧しい家庭で
生まれた」、「幼いころから母親を亡くした」、「学歴の低い無能な父親をもっている」など
の形で、主人公に切迫する貧困という試練を単なる家庭事情として記述し、個人化、自然
化、運命化してしまう。 
「貧困」を社会的問題から個人の問題へと転嫁し、誰でも勤勉に頑張れば金持ち・成功
者になれるというイデオロギーを助長している。それは結果的に、社会的不平等、不公正
な競争のような「構造的矛盾」を完全に隠蔽してしまうことになる。結局のところ、社会
の問題は個人の問題に還元され、構造の効率性は個人の行為を通じて保証される。こうし
た隠蔽や個別的業績の強調は「個人化」、「個別化」のイデオロギーを限りなく増幅させる。 
 
（3）ステータスイデオロギー 
 
 延辺テレビのコメディー（コント）は登場する主人公たちの「ステータス」を学歴と結
びつけ、自然化させている。 
 例えば、『お正月の朝』の「ワンタン売る仕事しなくてなにする？私はろくに勉強もでき
なかったから」といった科白から窺えるように、学歴のない人が良い職や高い地位に就け
ないのは当然であるかのような発言が為されている。 
『車夫のお父さん』の「父の幼いころの夢は大学へ進学することであった……私の叶え
                                                  
58 백선기 역, 前掲書, 176 頁, 再引用 
59 백선기 역, 前掲書, 177 頁。 
60 ノルブ：韓国の古代小説『興夫傳（フンブジョン）』に登場する主人公の一人（欲張りで、意地が悪い）。 
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なかった夢をお前たちに叶えてもらいたい……大学を卒業して社会に有用な人材になって
ほしい」は高学歴、つまり大学を出ないと社会に有用な人材になれないという学歴的イデ
オロギーを再生産している61。 
『ただ専門家』における「自宅をホテルのように利用する課長」、「知り合いに会ったら
奢ってくれるって誘われるかも」、「いつもこんな豪華な飲食店で食事しても、お前に給料
はちゃんと持ってくるんじゃない」といった主人公夫婦の会話は、ステータスが高ければ
高いほど「賄賂」が多くなることを当然化している。 
 『同窓生』で口にされる「あなたの生活水準で中華タバコを吸える？」という一言はス
テータスとブランドとを結びつけることで、行き過ぎた物質主義的イデオロギーを助長し
ているとも言える。 
 結局は、ステータスの問題は学歴の問題に還元され、高ステータスは個人の高学歴を通
じて保証される。不公正な競争の隠蔽や学歴の強調は「ステータス」や「学歴」イデオロ
ギーの強化することにつながる。結果的に、「学歴さえあれば何とかなる」といった盲目的
な教育イデオロギーと、「失敗」を「個人化」、「個別化」に結びつけようとするイデオロギ
ーが強化されることになるのだ。 
 
（4）コメディーについての理論的考察62 
 
前にも指摘したようにテレビプログラム、特にコメディープログラムはその特質上、性
差別的イデオロギー、個人主義的イデオロギー、ステータス的イデオロギーを内在化して
いると思われる。人が何かをしたり作ったりするときには必ず、その人が属する文化コー
ド63に基づく記号が含まれているし、人が何かをしたり作ったりする仕方は、かなりの程
度まで、属する文化の慣習によって規定されているのである。「テレビがわれわれに見せる
のは、もちろんわれわれの名前ではなく、われわれの集合的な自己である64」。したがって、
延辺テレビのコメディープログラムにおけるそうしたイデオロギーの意味表出を探り出し
てみる必要がある。 
コメディーの語源は大体三つあると推定される。「comus(祭り、祝祭)+ode（歌）」、
「come(田舎)+ode（歌）」、「coma(眠り)+ode（歌）」がそれである65。つまり、コメディー
は底辺的な田舎の歌であり、煩雑な祝祭の歌を通じて夢を実現化しようとする社会的な底
辺性を重視する。これら以外にもコメディーには、以下のような性格がある。①笑いの共
有領域を広めるという普遍性、②風刺対象である社会的一般的中心から離脱した人々を前
景化する社会中心離脱性、③反復、真似、誇張、愚昧、期待、逆転、不調和、不条理、連
鎖反応、錯誤、錯覚、暴露などを通じての笑いの誘発、④笑いのフィードバックを即時的
                                                  
61 国務院人口普査事務室国家統計局人口・社会科技統計司編『中国 2000 年人口普査資料（上）』、中国統
計出版社、2002 年の資料大学レベルの学歴者数を見ると、全国平均は１万人につき 78 人、漢族は 79
人、少数民族は 61 人、これに比べ朝鮮族は 227 人に達する。 
62 この部分でのコメディーについての理論は、백선기, 前掲書, 180～182頁から再引用したものであるが、
本来の文献も脚注に示している。 
63 テレビ的コード（われわれの日常生活の経験）：規則だった記号のシステム。制作者とテクストと受け
手とを結びつけ、われわれの文化的世界を構成している意味のネットワークのなかで様々なテクストを
相互に関連づける、相互テクスト性の代理人である。ある「垂直軸」の記号のセット（パラダイム）が、
なんらかの「水平軸」の規則（シンタグム）にもとづいて連結されていること。そうしたセットを構成
する記号や、連結のための規則は、そのコードがコミュニケーションをかわすべき文化の成員の間で、
何らかの形で同意されていなければならない。（池村六郎訳、前掲書、76 頁から引用） 
64 池村六郎訳、前掲書、19 頁。 
65 이상오《연극론》，한신문화사, 1988, 58~60 쪽.  
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に引き起こす現場性、⑤面白さなど、である66。 
コメディーの重要な要素としてニコールは三つのものを上げている。一つは、嘲笑の対
象となる身体的な欠陥を通して観客がおのずから優越性を持つことである。二つめは、対
照の笑いから生じるとされる不均衡の笑いであり、最後は無意識的な機械化から来る笑い
である。これは、ある人間が急に人間性を失い、機械のように固まって行動する姿を見て
笑うことを指す67。 
 コメディーはテレビの代表的な娯楽プログラムとしてドラマに劣らず、オーディエンス
に好まれている。しかし 1960 年代以来、コメディーの低俗性をめぐる論争とともに娯楽
性に関する問題は周期的に提起されてきた。「ストレスの解消」や「情緒的な癒やし」とい
った類の娯楽概念が一次的に問題化されるのは、それらがもつ高度の政治的意味合いのた
めである。テレビの現実逃避的な娯楽機能が大衆の政治的無関心を助長し、現実について
の批判的認識を妨げること、現実の体制や政治秩序を維持・強化することに寄与する政治
的・イデオロギー的な機能を持つことは既に多くの学者たちによって指摘されてきた。「よ
り直接的に政治的メッセージを伝えるニュースや教養番組に比べ、娯楽プログラムでは政
治的メッセージが簡単に目につかない形で、無意識的に作用しているがゆえに、政治的効
果が却って大きくなる可能性があることを理解する必要がある68」。 
 人々が油断した状態で興が添えられ、いかなる状況でもそうした興を維持しようとする
力が働くため、娯楽プログラムには本質的な危険性が潜んでいる69。 
 意識的にせよ、無意識的にせよ、ある集団の構成員たちが一つの特定な形式で形象化さ
れるように配役を設定すると、ステレオタイプが形成されることになる。これは少数人種
や女性などにおいて長い間、問題化されてきた。暴力のステレオタイプ化、権威主義のス
テレオタイプ化、封建的家父長制のステレオタイプ化、間違った結婚観や性差別について
のステレオタイプ化などは絶え間ない批評に晒されてきた。無意識的なイデオロギーの習
得という側面において、コメディーは性差別価値観、個人的価値観、ステータス価値観を
植えつけることに一役買っていると思われる。 
 
3. 研究問題と研究方法 
 
（1）研究問題 
  
 マス・メディアの記号規則や規約性は文化を構成する構成員に分有され、文化の中で、
そして文化に対して、常にある意味作用を生じさせている。 
ゆえに、マス・メディアは自立的な現象としてではなく、社会・経済的制度、政治制度、
支配文化やイデオロギーとの関係の中で理解されなければならない。また、コミュニケー
ションも個人に対する効果という側面からではなく、政治・経済・社会・文化などの相互
関係から生じる効果として考察されなければならない。 
 イメージを生産・表現するテクストとしてのテレビ装置、イデオロギー的道具としての
テレビという観点に基づいて、本研究ではコメディー（コント）により生産される諸イデ
オロギーを明らかにするため、以下のような問題を設定することにする。 
 
1. コントの各エピソードはどのように語られているのか？ 
                                                  
66 유수열“코미디의 문제점과 접근방식”, 《방송연구》, 1986, 가을.  
67 이근삼《연극의 정론》, 범서출판사, 1978, 99~100 쪽. 
68 김창남 외《TV 를 읽읍시다》, 한울, 1991, 286 쪽. 
69 김남술 역(포스터) 《방송의 이해》, 나남, 1988, 332~333 쪽. 
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2.  そうした語りにおいて性差別、成功者と失敗者、ステータスはどのように位置づ
けられているのか？ 
3. そのような位置づけはいかなる意味を内包しているのか？ 
4． そうした位置づけがイデオロギー的に含意しているのは何なのであろうか？ 
 
（2）研究方法 
 
Ⅰ、分析対象 
  
本研究では延辺テレビが 1990 年代に制作し、今でも娯楽番組として放映しているコメ
ディー（コント）のからで代表的な作品を選び、分析対象とした。具体的には『女は酔っ
ちゃだめ？』と『お正月の朝』の 2 作品である。分析対象としてこれらのコントを選んだ
理由は、以下のとおりである。まず、地方テレビであるため制作したドラマ数が少ないこ
とである。次に、1992 年以降、再度の改革開放70により、経済成長が一気に加速し、都市
と農村、沿海部と内陸部の地域格差は深刻化したため、この時期のコントにはより多く社
会的な諸問題が反映され、イデオロギー的要素が農耕であると判断したからである。最後
に、笑いを媒介に無意識的にイデオロギーを植えつけるのに有効なジャンルだからである。 
 
Ⅱ、分析方法 
 
内容分析研究は実際の矛盾を提示するというよりも、数量化を通じての現象の提示にと
どまっているし、表出する現象の裏に隠されているテクスト的な意味を把握するには限界
を持っている。 
したがって、本研究ではメディアテクストのイデオロギー的特性を分析する記号学的方
法を使い、コントの内容に関するメタファー・メトニミー分析を試み、コントの有する含
意を探り出すことにする。また、そうした分析を通じてコントの内容とそれらが内包して
いる社会的イデオロギーとの関連性を把握することを試みる。 
まず、メタファー分析によってテクスト中で意味を発生させる隠れた二項対立の類型を
探り出すことにする。対立関係は言語の意味生産において最も重要なものであるから、そ
れらの対立を通じて社会的な意味を探り出すことができる。そして、そうした対立の意味
を実際的に伝達する記号表現は対立項を分析する基準になりうる。 
言い換えるなら、本論においては、男性/女性、幹部/大衆、成功/失敗など、二項対立 
関係の分析を通じて、コントの孕む含意を探り出すことが試みられることになる。 
次に、メトニミー分析では連鎖的に生じる事件によって構成される語りを取り扱う。メ
トニミー構造は各単位（各記号）が水平的に連結される形式を取る。したがって、それら
の記号の水平的な連結が語りの流れの中で統一的な意味を明示することになる。 
 テレビの場合、映像メディアという性質上、記号表現としての言語（語彙、テクスト）
だけではなく、映像の分析も必要となる。言語的（verbal）な対立項の分析以外にも、テ
レビ映像から表出される様々な非言語的（nonverbal）記号、すなわちカメラ技法、照明、
音楽などの分析も考慮されなければならない71。 
 
                                                  
70 鄧小平の指導体制の下、1978 年 12 月に開催された中国共産党第十一期中央委員会第三回全体会議に提
出され、その後開始された中国国内体制の改革および対外開放政策のこと。 
71 백선기 역, 前掲書, 186 頁。 
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カメラショットのサイズとそれによる意味72 
記号表現 定 義 記号内容 
超ロングショット（鳥瞰ショッ
ト） 
クレーンなどの装置を用
いて上空から 
人間を重要でない脆いもの
に、脈絡、活動範囲 
ロングショット（フルショッ
ト） 
立った人物をおさめる
（背景・人物） 
状況説明、客観性、社会関係 
ミディアムロングショット（ニ
ーショット） 
膝から上を撮る  
ミディアムショット 腰から上を撮る 
ロマンティック、別の雰囲
気、平等 
ミディアムクローズアップ（バ
ストショット） 
胸から上を撮る 安定感、落ち着き 
クローズアップ 
顔ひとつ分がフレームに
おさまる 
作家の強烈な自己主張、親近
感 
超クローズアップ 
体の一部をフレームいっ
ぱいに撮る 
象徴的に重要な意味、親密
感、敵意、緊張感 
 
以上のような記号分析に加え、実際に適用される表現とそれがどのようなイデオロギー
を生じさせることになるかを調べるため、フィスクによるテレビジョンの諸コードを援用
することにしよう73。 
 
テレビジョンの諸コード 
テレビジョンで映像化される事象は以下の社会的コードによってすでにコード化されている 
レベル 1 
  現実 
 登場人物の外見、衣装、メイキャップ、舞台装置、行動、語り、身ぶり、表情、音声、など 
  
        上記の社会的コードは、以下のような技術的コードによって 
              電子技術的にコード化されている 
レベル 2 
  表現           カメラ、照明、編集、音楽、音響  
     この技術的コードは、様々な表現を構成する慣習的な表現的コードを伝える 
                       たとえば、 
          物語の筋、葛藤、登場人物、演技、対話、場面、配役など 
レベル 3 
  イデオロギー 
上記の慣習的な表現コードは、以下のようなイデオロギー的コードによって 
一貫性を持つものとして、社会的に受容しやすいものとして、組織されている 
たとえば、 
                                                  
72 ショットサイズの定義は今泉容子『映画の文法―日本映画のショット分析―』、彩流社、2004 年、168
～172 頁から引用した。ショットの記号内容については堤和子他訳『映画技法のリテラシー〔Ⅰ〕映
像の法則』、フィルムアート社、2003 年、22～25 頁と백선기 역, 前掲書, 186 頁から引用した。 
73 John Fiske (1987) Television Culture: popular pleasure and politics, Hutschon. 伊藤守他訳『テレビジョンカ
ルチャー』、梓出版社、1996 年、7 頁。 
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個人主義、家父長制、人種、階級、実利主義、資本主義など 
 
フィスクはテレビメディアの記号分析としてカメラの作動、照明、編集、音楽、配役、
舞台と衣装、メイキャップ、演技、対話、イデオロギー的符号などすべてを考慮し、テレ
ビの記号を三つの段階に区別して解釈することを提案した。それをもとに、延辺テレビの
コントがどのようにしてイデオロギーをもつに至るかを明らかにすることにしよう。 
 
4. 研究結果 
 
（1）メトニミー分析：『女は酔っちゃだめ？』のエピソードを中心に 
 
Ⅰ、あらすじ 
 
 夫がソファーに寝て、いらいらしながら妻を待っている。今日は早く家に戻ると電話
で連絡もしてきたのに、12 時すぎても妻は帰ってこない。「夜の革命（飲みに行くこと）」
もせずに早帰りしたのに、妻が帰ってこないから一人でお酒を四杯飲んで待っている。夜
12 時以前に家に帰ると「仕事もできない」、「負け犬」だと考え、酔っ払いの自分はそうい
う「負け犬」よりは勝ると独白する。酔った妻が歌いながら、ふらついて帰ってくる。お
酒をいっぱい飲むと気持ちがよく、自然に笑いが出てくると思いながら、男たちもこんな
感覚を求めてお酒を飲んでいるのだろうと独白する。「酔っ払って帰ってくるといつもお
前が私をいじめたが、今日はお前が私にいじめられる番だよ」と言い、「ドアを開けて」
と騒ぐ。酔った妻を見て笑いながら、「世の中には珍しいこともあるな」と言い、酔った
妻の身体を支える。「私が『夜革命』をしないと、お前や子供は飯食えないだろ？だから
靴を脱がせてくれ」……これから毎日少しずつ飲めばお前より強くなれるだろう？ 
 
Ⅱ、語りの展開と構成 
 
 『女は酔っちゃだめ？』は短いコントであるため、シークエンス74の変化なしに制作さ
れている。構造分析のためには、各カットの繋がりに関する意味分析が必要であるが、全
体的に見ると細分化しすぎの傾向があり、すべてのカットの繋がりを分析する必要はない
ように思われる。したがって、本コントの場合には構造全体を人物の行為により大きく 6
つのシーンに分け、その繋がりについて考察することにする。 
  
『女は酔っちゃだめ？』の語り構造 
① 夫がいらいらしながら妻を待つ 
② 酔った妻が歌いながら登場 
③ 夫に嫌がらせ、命令 
④ 酔ってない妻にもどり、これまでの立場を哀訴する 
⑤ 酔った妻にもどり、さらに嫌がらせ 
⑥ 今後もお酒を飲み続けると決心する 
 
 上の表から見ると、『女は酔っちゃだめ？』のテクストを構成している物語は主に、妻と
                                                  
74 通常はカット(ショット)という最小単位をもとに、シーンを構成され、さらにはそのシーンの集合が
シークエンスとなり、シークエンスが繋がりを持った束となって一つの映画が構成される。 
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夫の葛藤であることが分かる。ここでは、妻と夫の表象をそれぞれ二分化されている。つ
まり、妻と（酔っている）妻、夫と（酔っている）夫がそれである。物語が示そうとする
のは妻と（酔っている）夫の葛藤であるが、逆転の手法により、（酔っている）妻と夫の
葛藤が示される。 
 このコントでは 6 つの構成的要素（シーン）を通じて語りが展開されていることが確認
された。これら 6 つのシーンの繋がりは（酔っている）妻を通して成立している。①では、
妻を待っている夫の姿を示しながら、いつもいらいらしながら夫を待っている妻の心理と
行動に焦点を当てている。ここでは女性を、家事を終えて夫の仕事帰りを待つ良妻賢母と
してステレオタイプ化している。②では、妻のこっけいな身振りに焦点を合わせて笑いを
誘発し、③で示される暴力的で攻撃的な（酔っている）妻の姿と繋げている。つまり、夫
に靴を脱がせたり、さっさとしろと蹴ったり、夫を問い詰めながら復讐する暴力的な女性
の姿へと繋げられている。④では、泣きながら夫を待つ弱くて可哀想な女性として妻を描
いている。⑤では、女性の攻撃的な性向が最高潮に高まる。⑥では、毎日お酒の量を増や
して飲むという女性の復讐心理を描き出している。このような繋がりを図示すると次のよ
うになる。 
 
『女は酔っちゃだめ？』のシーン構造：女性の属性 
       ⇒ 
（1） 
良妻賢母 
 
⇒
（2） 
こっけいな身振り ⇒
（3） 
暴力的、攻撃的性
向 
 
       ⇒ 
（4） 
弱くて可哀想な存
在 
⇒
（5） 
暴力的、攻撃的性
向の高潮 
⇒
（6） 
否定的な女性のイ
メージ化 
 
 このような 6 つのシーンを通じ、登場人物の葛藤関係は次のような 3 つの語りとして認
識できる。 
まずは（酔った）妻と夫の葛藤。経済的な構造が家庭内部でも作用し、社会的・交社的
な人が権力を持つようになるということが暗示されている。また、お酒を飲むのも仕事で
あり、人の能力を評価する基準であるという歪んだ朝鮮族社会の文化コードが再生産され
ている。 
（酔った）妻は、男性社会の既成の記号表現を用いながら男性中心的な記号内容を拒絶
し、嘲り笑うことで、女性も自分の力で自分らしく生きることができるのだということを
証してみせているのである。既成の意味を拒絶し、拒絶によってその意味に付随するイデ
オロギーから自分たちを解放しようとしているのだ。こうした彼女の姿が、視聴者の中に
刻まれた女性的な力と共鳴し、結果として、ジェンダー的な関係性を変革する力をもった
政治行動へと発展する可能性もないとはいえない。 
しかし、そうした彼女の姿は笑いを誘うことにより、最終的には既存の男性中心的イデ
オロギーに回収されてしまう。 
二つめは、妻と夫の関係。ここでは、酔ってやきもきさせても殴らないのは互いに愛し
ているからであるということが強調されている。だから夫が毎日酔っ払っていても妻は夫
を愛していると解釈されるのだ。ここには、「愛＝結婚＝幸福な家庭」といった神話が姿を
見せている。さらに、お酒を飲むと葛藤はあるが、お酒を飲むのは「仕事」だから仕方が
ないといった感覚が当然のように再生産されている。 
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三つめは、（酔った）夫と妻の葛藤である。この葛藤は（酔っている）妻を通じて表現
されるが、妻の非日常的な行動によって大笑いをするため、夫の暴力性や醜態は当然視さ
れてしまう。妻の「女性らしさ」が笑われる（否定される）ことで「家父長性」的なイデ
オロギーが益々強調されてしまうのだ。 
このコントが刺激的なのはそれが男性的価値観と女性的価値観との間の緊張関係を浮
き彫りにするからである。 
一方、視聴者が自分自身を能動的に物語に投影し、テクストの慣行や社会的ルールを創
造的に利用し、社会的慣習やルール、社会的な境界と戯れることももちろん可能である。 
 それは伝統的な男性・女性像をパロディ化することとも解釈できるだろう。パロディは
支配的イデオロギーに疑問を投げかける効果的な手段であり、対象の特徴をつかみ、誇張
し、嘲り笑う。そしてまた、支配的イデオロギーの網に「ひっかかっている」者を批判す
るのである。「ポピュラーカルチャーは従属的立場の者たちがその従属について自分たちな
りの解釈を行なうものであり、また、その快楽は支配勢力が押しつける解釈に抵抗し、す
り抜け、疑惑の目を向けるところにある75」。 
女性は全般的に弱い存在として否定的に描かれているが、男性についてはそれとは反対
に、毎日「夜の革命」をしながら妻と子供を扶養しているといった肯定的な面が強調され
ている。こうした構造関係は男性優位のイデオロギーを維持することに一役買っている。
しかし、常に男性を強者として見る固定観念を逃れて、被害としての夫の姿が示されるこ
とで喜劇的な効果もかもし出されている。とはいえ、こうした喜劇的な要素は女性を強く
見せようとすると同時に、男性を美化しようとする面もあるので、男性上位の固定観念を
そのまま維持していると思われる。 
 
（2）メタファー分析：『お正月の朝』のエピソードを中心に 
 
Ⅰ、状況関係による人物の対立関係 
 
 提示される登場人物の性格（属性）、配役、役割、行為などによって人物間の対立関係
を探ることができる。 
 
配役や行動による人物の対立関係 
人  物 
男  性 女  性 特 性 
朝鮮族の男性 漢族の男性 （息子） （朝鮮族男性の妻） 
配 役 丸裸の父親 ワンタン売り （息子） 
（全財産を持って、他
の男と逃げた） 
属 性 
ずうずうしい、頑是ない 
無知 
勤勉、やさしい 
無知 
（行方不明） （悪女） 
呼び方 君、弟 兄貴 （息子） 狐のようなあまっこ 
行 為 
ワンタン売りを嘲笑す
る、ワンタンとお酒をも
らう、後悔する 
相手を教育する、 
ただでワンタンとお酒をく
れる、一緒に子探しを手伝う
 （他の男と浮気して、
全財産をもって逃げ
た） 
役割、 
意味 
被害者、加害者 
行動の正当性を認められ
被害者・援助者 
行動に正当性を認められる
被害者 加害者 
                                                  
75 山本雄二訳、前掲書、209 頁。 
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ない（おしゃれ、ほら）
否定的役割 
（教育、励まし、子探し）肯
定的役割 
 
朝鮮族男性は、妻に全財産を持って逃げられ丸裸になった。いわば被害者である。しか
し、お金もないくせに法螺を吹き、ただでワンタンを食べようとし、ワンタン売りを嫁な
しの、馬鹿だと嘲笑する。朝鮮族男性はここでは、問題を起こす加害者として否定的に描
かれている。さらに、すべての原因を「逃げた妻」に転嫁する頑是ない人として描かれて
いる。漢族男性は勤勉で優しく、朝鮮族男性が引き起こす問題を解決する人物として提示
され、その行動は伝統的な価値観によって正当化されるようになる。ここで二人の男性は
それぞれの民族の典型的人物として描かれている。 
空間的な上下の関係のように、呼称も社会的、道徳的、物理的など、様々な特性を具体
的に表現するメタファーとして使用されるようになる。朝鮮族男性の「狐のようなあまっ
こ」という呼称には性差別的イデオロギーを窺うことができる。メタファーは、ジェンダ
ー、階級、そして人種といった文化的構成物を自然化するように機能しているのである。 
学歴があっても努力しない（朝鮮族男性は高卒であるが漢語は分からない）と丸裸にな
ってしまうという見方が唯一の見方として自然に受け入れられてしまう。 
 
Ⅱ、技術的コード 
 
文脈的な人物間の対立以外に、技術的コードからも登場人物間の対立形態を探ることが
できる。『お正月の朝』にもシークエンスの変化はないため、場面同士の比較よりも登場人
物の比較の方がより重要であると思われる。カメラアングル、画面構図、編集、衣装、色、
小道具、音響などの要素を通じて、登場人物の対立的な状況を分析してみよう。 
 
技術的コードによる登場人物の対立関係と意味 
人   物 
朝鮮族 漢族 
 
コード 
三十歳男性 四十歳男性 
主な種類 
ロングショット、ミディアムロングシ
ョット、ミディアムショット、ミディ
アムクローズアップ、クローズアップ
ロングショット、ミディアムショット、 
ミディアムクローズアップ、クローズア
ップ 
ECU の頻度 4 1 
カメラアングル
 
意  味 
ECU を使い、後悔者、失敗者、悪者
としての敵対的イメージを強調。悪者
として描写される。（反感、敵対感）
主に CU を使い、歓迎や親密のイメージ
を強調。英雄・主役として描写される。
（親密感、模範） 
カットの数 34 37 編集
 
意  味 主要人物（主人公） 主要人物（主人公） 
種  類 
バーバリージャンパ、セーター、ズボ
ン、革靴、流行の若者髪型 
防寒帽子、マフラー、指無し手袋、エプ
ロン、ジーンズ、長靴 
色 薄い金色、薄い黒 黒、白 
衣装
 
意  味 紳士、ブランド追及、新文化、開放的 素朴、勤勉、伝統、飲食業の従事者 
笑いの頻度 8 23 
音響
 意  味 
非常識的状況 
朝ごはんを買うお金もないくせに外
非常識的状況 
金持ちなのにお正月も休まず、働いてい
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 観に気を使う。無学で人を嘲笑する。
（あざ笑いの対象） 
る。下手な朝鮮語で笑わせる。相手の欠
点を暴いて、視聴者の共感を得る。 
 
『お正月の朝』でのカメラアングルは二人の主人公を主にクローズアップ（以下 CU）、
ミディアムクローズアップ、超クローズアップ（以下 ECU）で処理していた。ミディアム
クローズアップが多く使われたのは、小さな舞台に登場人物が二人しか登場しないからで
あると思われる。CU は一般的に親密で、安易な関係をオーディエンスに提示する。しか
し ECU は緊張を強調し、親密感や敵意を抱かせる技法として利用されている。この技法が
どちらの意味を示唆するかは、他の社会的コードや技術的コード及び、これらのコードを
背後から支えているイデオロギー的コードに依存しているのだ。カメラ距離のコードは対
人距離の社会的コードと比較できる。適切な近距離は歓迎や親密さのイメージを提示し、
それが近すぎると非歓迎や敵対のイメージが生まれるようになる。これをカメラに適用し
たのが ECU である。ECU は悪党をよりよく観察させることで、悪党についての観察力を
オーディエンスに与え、悪党を圧倒する権力、つまりは「特権的な視座」を獲得させる効
力を持っている。結局 ECU は悪事をイデオロギー的に記号化するのである76。 
ECU は朝鮮族男性の登場人物に対して圧倒的に多く使われている（朝鮮族男性 4 回、漢
族男性 1 回）。ECU はほとんどが嘲笑的で、漢族男性に何年ワンタン売りをしてきたかを
聞くシーン、妻を裏切ったあと、女に騙され、息子まで行方不明になったと後悔するシー
ン、自分の今の立場を考えて、ため息するシーン、朝鮮語は書けると答えるシーンなどに
使われている。相手を嘲笑するときや後悔するときに ECU を使うことで、敵対感・反感を
演出している。また、漢族男性が「ワンタン売ってたった 2 時間で３百元も稼いだことが
ある」と自慢するシーンに使うことで、朝鮮族の消費観念を暴き、彼に肯定的なイメージ
を与えている。 
次に登場人物の衣装を分析してみよう。漢族の男性は防寒帽子、マフラー、指無し手袋、
エプロン、ジーンズ、長靴を身に着けている。しかし、朝鮮族男性はバーバリージャンパ、
セーター、ズボン、革靴を身に着け、流行の若者風の髪型をしている。このような技術的
コードは、漢族は素朴で勤勉な民族であり、飲食業のような仕事に従事しながら節約生活
を送っているといったメッセージを伝えている。一方、朝鮮族は、お金はないけれども面
子のためつまらない職には従事しようとしない存在として登場している。学歴などなくて
も、努力さえすればマンションも買えるし、貯金までできるというメッセージを伝えよう
としているのだ。朝鮮族社会の問題点を暴き、批判するまではいいとしても、努力さえす
れば成功するといったイデオロギーは多くの問題を孕んでいると思われる。 
音響効果に現われているように、挿入される笑い声や拍手はメッセージ内容を強化する
役割を果す。笑い声は内容がオーディエンスの予想に外れるときや分に過ぎるとき、或い
は常識に合わないときに挿入されるのが普通である。しかし、笑いの対象は漢族の男性で
ある。朝鮮族の男性が最も基本的な漢語（中国語）しかできないのに対して、漢族の男性
は朝鮮語に漢語を織り混ぜ、不自然な表現で笑いを連発させる。そこには、狭隘な民族主
義を刺激する危険性も含まれていると思われる。 
カメラアングル、衣装、音響効果などの技術的コードは消費中心主義者たちの否定的イ
メージと勤勉な人たちの肯定的イメージを前景化し、成功イデオロギーを強化している。
努力すれば誰でも成功できるといったイデオロギーが再生産されているのである。 
 
（3）TV コードとイデオロギー分析 
                                                  
76 伊藤守他訳、前掲書、12 頁。 
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フィスクはテレビメディアの記号分析にあたり、コードを社会的コード、技術的コード、
慣習的な表現コードという 3 つに分けて解釈することを提案した。つまり、記号は外見、
衣装、メイキャップ、舞台装置、行動、語り、身振り、表情、音声などの社会的コード、
カメラ、照明、編集、音楽、音響などの技術的コード、物語の筋、葛藤、登場人物、演技、
対話、場面、配役などの慣習的な表現コードを通じて意味化され、一貫性をもつものとし
て組織され、イデオロギー生産に与えるということである。つまり、「社会の共通感覚を
構成する厳格で首尾一貫した意味作用の組み合わせを産出するなかで、イデオロギー・コ
ードがどのように他のコードを組み込んでいるのか、そうした問題を検討する。意味生成
の過程は、諸レベルを横断する一定の動的過程を内包する。というのも、現実、表現、イ
デオロギーが首尾一貫した自然な統一体として現われるときにのみ、意味が産出される77」。 
このようなフレームにもとづいて『お正月の朝』を分析すると、次のようなイデオロギ
ー生産が明らかとなる。 
 
Ⅰ．朝鮮族男性のテレビ的コードから生産されるイデオロギー 
 
1. 現実  〈社会的コード〉 
おしゃれで、一文なしの男が行動せず
に、後悔・責任転嫁ばかりしている。
 
外貌：おしゃれ 
衣装：ブランド品、紳士服 
行動：法螺吹き、嘲笑 
2. 表現 ↓ 〈技術的コード〉 
おしゃれで、一文なしの男が行動せず
に、後悔・責任転嫁ばかりしているの
をカメラなどの技術的コードを通じ
て映し出し、非難対象・嘲笑対象とし
て表現している。 
 
カメラ:ECU で敵対、反感のイメー
ジを強調 
編集：多くのショットを割愛、主
人公の役割 
音響：笑いの音響効果が頻繁、非
難・嘲笑の対象 
 ↓ 〈伝統表現のコード〉 
反感が最高潮に達する。慣習的な表現
コードを通じて、彼の加害者的・悪者
的イメージが表現される。 
 
物語：無料でワンタンを食べる 
葛藤：外見と立場の葛藤 
行動：ずうずうしく、法螺を吹く
行動が誇張されて表現される 
配役：丸裸の父、加害者 
3. イデオロギー ↓ 〈イデオロギー的コード〉 
技術的コードと慣習的な表現コード
を通じて否定的に表現された朝鮮族
男性は、失敗した人間、要らない人間、
「貧困」な人間というイメージを与え
られる。学歴・能力がなく、怠け者で
あるという個人主義的イデオロギー、
成功イデオロギー、性差別的イデオロ
ギーが生産される。 
 
性差別的イデオロギー： 
女性の悪魔化 
家庭の破壊 
経済的「貧困」 
人を騙す人間：要らない人間 
 
                                                  
77 伊藤守他訳、前掲書、10 頁。 
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Ⅱ．漢族男性のテレビ的コードから生産されるイデオロギー 
 
1. 現実  〈社会的コード〉 
学歴は低いけれども素朴で、勤勉でや
さしい男。朝鮮族男性にワンタンと酒
をただでくれ、一緒に子供探しにで
る。 
 
外見：素朴 
衣装：実利的、素朴 
行動：やさしくて勤勉、相手を教
育する 
2. 表現 ↓ 〈技術的コード〉 
勤勉でやさしい男という側面が技術
的コードを通じてより強調され、歓迎
や親密の対象として表現される。 
 カメラ：CU、近距離撮影：歓迎や
親密のイメージ 
編集：多くのショットを割愛、主
人公の役割 
音響：嘲笑される回数は少ないが、
相手の欠点を暴くことで笑
いを誘発する：あまり非難
されず、むしろ「手本」と
なる。 
 ↓ 〈伝統表現のコード〉 
技術的コードによって肯定的イメー
ジや親密のイメージを与えられた漢
族男性は、相手に「騙されて」ワンタ
ンやお酒を提供する被害者であるが、
慣習的表現のコードによって、勤勉
で、「怠け者」を教育・説教するとい
うプラス的イメージを付与される。 
 物語の筋：無料でワンタンを提供
し、子供さがしに出る。 
葛藤：お金持ちであるが相手の消
費観には反対する。 
行動：相手に嘲笑される。無料で
ワンタンを提供。子供さが
しに出る。相手を教育する 
配役：平凡なワンタン売り、被害 
   者             
3. イデオロギー ↓ 〈イデオロギー的コード〉 
技術的コードと慣習的な表現コード
を通じて、高卒であるが、丸裸である
朝鮮族男性を教育することで、努力す
れば誰でも成功者になれるといった
個人主義的イデオロギーを生産する。
 個人主義的イデオロギー：結果的
に社会的不平等、不公正な競争の
ような「構造的矛盾」を徹底的に
隠蔽する。結局、社会の問題は個
人の問題に帰属され、構造の効率
性は個人の行為を通じて保証され
る。 
 
以上のように、主人公は二人とも「貧困」を社会的問題から個人の問題へと転嫁し、誰
でも勤勉かつ積極的に頑張ればお金持ち・成功者になれるという個人的イデオロギーを助
長している。その結果、社会的不平等、不公正な競争のような「構造的矛盾」は徹底的に
隠蔽されてしまう。結局、社会の問題は個人の問題に還元され、構造の効率性は個人の行
為を通じて保証される。このような帰属性の隠蔽や個別的業績の強調は「個人化」、「個別
化」のイデオロギーを強化するだけである。朝鮮族男性は「家庭破壊」の責任を女性に押
しつけ、妻を悪魔に仕立てることで自分の責任を隠そうとしている。ここには性差別的イ
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デオロギーを生産されているといってよいだろう。付言するなら制作者が意図的あれ無意
識的であれ、朝鮮族男性と漢族男性はそれぞれの民族成員のメタファーとなっている。ゆ
えに、「富裕」な漢族男性が「貧困」な朝鮮族男性の模範になる。「両親のいない子供はた
だ」と言いながら子供捜しに行く最後のシーンはかなりイデオロギー的であると思われる。
つまり、「貧困」な朝鮮族は「富裕」なマジョリティーである漢族の世話無しには「方向
を見失う」、「マジョリティーと協力すると何でも解決できる」といった民族的イデオロギ
ーがそこには含まれていると思われる。 
読解という行為は、テレビ映像のコード、社会的コード、そしてイデオロギー的コード
が混在しつつ、ある統一性をもった意味を構成する社会的な地点となりうる。番組の意味
を捉えるこの読解という作業の中で、われわれは自らがイデオロギー的実践のうちに巻き
込まれ、支配的イデオロギーを維持し正当化していくことになる。 
 
5. 結論に代えて 
 
以上のような方法で二つのコントを分析した結果、次のような結論に到達することがで
きた。 
まず登場人物についてであるが、女性が全般的に否定的な弱い存在として描かれている
のに対して、男性の場合は反対に肯定的な面が強調されている。こうした描き方は男性優
位のイデオロギーを助長することに大きな役割を果している。 
次に、男女の差別的様式はそのシーンにも現われている。類似のシンタグムが提供され、
それにそってコントの内容と既存の文化との関係が構造化される。表面上は女性を強く見
せようとする意図も見られるが、むしろ男性を美化しようとする意図が明瞭なので、男性
の思いやりという形で、既存の男性上位的イデオロギーをそのまま温存していると考えら
れる。 
さらに、メタファー分析によっても、女性が否定的な存在として描かれていることが明
らかとなった。また、学歴がなくても努力すれば誰でも成功できるといった個人主義的イ
デオロギーが生産されていることも明らかとなった。 
最後に、このような様相が創出するそれぞれの意味が現実と、表現の段階及びコード化
される過程を通じて成功イデオロギーが生産されていることを探ることができた。 
結論的に述べるなら、テレビコメディーにはコードや記号として男性/性、幹部/庶民、
成功/失敗などの対立関係が表出され、そのような表出の中に位階的・差別的なイデオロギ
ーが現われていることが判明した。 
現実から乖離した混乱含みな状況を意図的に提示し、そうした状況を嘲笑するコントは、
その独特な形式や方法によって、「性役割イデオロギー」、「家父長的イデオロギー」、「成功
イデオロギー」などを一層強化し、再生産することで、社会文化の維持に一役買っている。
つまり、結局は支配階層の利益に沿った方向へとステレオタイプ化している。まさにパー
キンが指摘するように「……支配的階級特有のしゃべり方や語法は概して『正しい』とみ
なされ、あるいはその言語の文法とみなされるが、従属的階級の語法が支配的階級の語法
と異なるばあい、『正しくない』とか非文法的だと思われがちである78」。 
  
 
参考文献 
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